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独
立
行
政
法
人 

中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
が
主
催
す
る

「
第
３
回 

和
の
あ
る
暮
ら
し
の

カ
タ
チ
展
」が
１
月
18
日
～
20
日

の
３
日
間
、東
京
・
新
宿
で
開
催

さ
れ
、
飯
山
市
か
ら
出
展
し
た

内
山
紙
協
同
組
合
の
作
品
が
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
の

は
、
展
示
会
の
来
場
者
が
展
示

作
品
を
評
価
審
査
し
ア
ン
ケ
ー

ト
投
票
で
選
ぶ
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ―

次
代
を
見
据
え
た
和
の
カ
タ
チ

―

」
コ
ン
テ
ス
ト
。
内
山
紙
協

内
山
紙
協
同
組
合
の
作
品
が「
グ
ラ
ン
プ
リ
」を
受
賞

全
国
50
組
の
「
和
」
の
作
り
手
が
集
ま
る
中
で
の
栄
冠

同
組
合
の
出
展
作
品「
内
山
紙・

和
紙
照
明
」
は
最
も
多
く
の
票

を
得
て
多
く
の
作
品
の
中
か
ら

見
事
、
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
展
示
会
は
全
国
各
地
か

ら
日
本
の
伝
統
的
な
も
の
づ
く

り
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
た
な

和
の
味
わ
い
を
生
み
出
す
作
り

手
が
出
展
。
全
国
１
０
０
以
上

の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
50

組
の
和
の
作
り
手
と
そ
の
作
品

が
一
堂
に
会
し
、
つ
く
り
手
が

自
身
の
作
品
を
通
し
て
そ
の
歴

史
、
文
化
、
素
材
、
技
術
な
ど

の
魅
力
を
来
場
者
に
紹
介
し
ま

し
た
。

㊨
今
回
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
作
品

　

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
の
高
い
投

票
率
と
適
正
な
管
理
執
行
を
評

価
さ
れ
、
飯
山
市
選
挙
管
理
委

員
会
が
長
野
県
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
は
、
各
種
選
挙
に
お

い
て
県
内
で
は
常
に
高
い
投
票

率
を
保
持
し
続
け
て
お
り
、
今

回
の
表
彰
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
政
治
や
選
挙
へ
の
深
い
関
心

と
高
い
投
票
率
の
維
持
に
対
す

る
表
彰
と
言
え
ま
す
。

　

投
票
は
、
政
治
に
参
加
す
る

た
め
の
最
大
の
機
会
で
あ
り
、

国
や
県
、
市
の
政
治
は
私
た
ち

の
一
票
の
積
み
重
ね
で
決
ま
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
明
る
い
選
挙
の
推
進
と

投
票
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た

昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
の
高
い
投
票
率
と
適
正
な
執
行
が
評
価

△市選挙管理委員会では、今後も市民
の皆さんとともに明るい選挙の推進に取り
組みます。（写真は市選管 山本委員長）

協
議
会
が
上
流
架
け
替
え
案
を
県
へ
提
言

老
朽
化
な
ど
か
ら
架
け
替
え
が
望
ま
れ
る
中
央
橋

　

国
道
４
０
３
号
中
央
橋
の
架

け
替
え
計
画
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
た
「
中
央
橋
架
け
替

え
に
伴
う
計
画
協
議
会
」（
会

長
・
小
林
仁
飯
山
商
工
会
議
所

会
頭
）
は
１
月
18
日
、
中
央
橋

架
け
替
え
に
伴
う
提
言
書
を
長

野
県
飯
山
建
設
事
務
所
の
戸
田

明
宏
所
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
11
月
の
完
成
以

来
、
50
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
中
央
橋
は
、
堤
防
の
か
さ
上

げ
工
事
に
よ
り
橋
げ
た
が
基
準

よ
り
低
い
位
置
で
あ
る
こ
と
や
、

車
両
の
大
型
化
に
伴
い
す
れ
違

い
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
現
状

な
ど
か
ら
、
架
け
替
え
を
望
む

住
民
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
橋
を
管
理
す
る
県
で
は
、

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
架
け

替
え
計
画
の
立
案
に
反
映
さ
せ

る
方
式
で
計
画
の
推
進
を
図
る

方
針
を
決
定
。
公
募
に
よ
る
地

元
住
民
・
関
係
団
体
な
ど
に
よ

り
組
織
さ
れ
た
「
中
央
橋
架
け

替
え
に
伴
う
計
画
協
議
会
」
や
、

関
係
区
で
の
懇
談
会
な
ど
で
計

画
案
の
説
明
や
協
議
な
ど
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
過
を
踏
ま
え
計

画
協
議
会
で
は
、
県
か
ら
示
さ

れ
た
3
案
の
う
ち
現
橋
位
置
の

上
流
へ
の
架
け
替
え
を
基
本
と

す
る
提
言
書
を
別
記
の
と
お
り

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　架け替えの位置は現橋位置付近、上流架け替え案を基本と
し、次の事項に留意し計画を進められたい。
①橋りょうの構造、形式、橋脚の径間長などを十分検討し、
可能な限り桁高を抑えた構造とすること。
②多くの家屋に影響が出るため、計画にあたっては関係区・関
係者と十分協議すること。
③両側の取り付け道路を含め、橋の色彩・機能、土地利用など、
景観や生活環境にも配慮すること。
④中央橋の架け替えは市民の永年の願いであるため、早期着
手・早期完成に向け努力すること。

　
こ
の
日
、
提
言
書
を
受
け
た

戸
田
飯
山
建
設
事
務
所
長
は

「
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提

言
を
重
く
受
け
止
め
、
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
県
で
は
今
後
、
平
成

24
年
度
ま
で
の
工
事
着
手
に
向

け
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

「中央橋架け替えに伴う提言書」の内容（抜粋）

△戸田建設事務所長に提言書を手渡す計画
協議会小林会長（写真 左）

△内山紙協同組合の阿部拓
也さん（左）と中小企業基盤
整備機構の鈴木孝男理事長

元
市
長 

荻
原
克
巳
さ
ん
逝
去

　

元
飯
山
市
長
の
荻
原
克
巳
さ

ん
が
１
月
31
日
、
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
96
歳
で
し
た
。

　

荻
原
さ
ん
は
飯
山
市
合
併
前

の
旧
柳
原
村
長
や
長
野
県
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
た
後
、
昭
和

33
年
９
月
か
ら
昭
和
37
年
９
月

ま
で
飯
山
市
の
第
２
代
市
長
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
現
在
も
文
化
発

信
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
市
民

会
館
の
建
設
の
ほ
か
、
昭
和
34

年
の
台
風
７
号
や
、
そ
の
冬
の

飯
山
線
が
１
カ
月
近
く
運
休
し

た
大
雪
な
ど
の
災
害
復
旧
に
も

そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

訃報「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
認
定
始
ま
る

地
域
全
体
で
消
防
防
災
力
向
上
を
目
指
す
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み

　

従
業
員
に
消
防
団
員
が
２
人

以
上
い
る
事
業
所
や
、
災
害
発

生
時
の
消
防
団
へ
の
資
機
材
提

供
を
行
う
事
業
所
な
ど
、
消
防

団
と
連
携
し
地
域
防
災
力
充
実

に
協
力
す
る
事
業
所
を
市
が
認

定
す
る「
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
に
は
認
定
第
１
号

と
な
っ
た
㈲
越
後
屋
電
器
商
会

と
㈲
高
澤
の
代
表
が
市
役
所
を

訪
問
。
石
田
市
長
か
ら
認
定
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
田
市
長
は
「
認
定
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
の
理
解

が
な
け
れ
ば
消
防
団
活
動
は
成

り
立
た
な
い
。
ま
た
災
害
時
の

対
応
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
を
事
業
所
の
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
飯
山
市
消
防
団

の
服
部
三
治
団
長
は
「
今
回
の

第
１
号
の
認
定
を
皮
切
り
に
、

徐
々
に
認
定
企
業
が
増
え
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

認
定
の
申
請
方
法

　
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事

業
所
は
、
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
市
役
所
庶
務
課
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
庶
務
課
消
防
防
災
係

（
☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
３
９
）

２事業所の代表（写真 奥）と懇談する石田
市長と服部団長。認定された事業所は市ホー
ムページでも公表されます。

　

台
湾
の
台
北
市
政
府
教
育

局
が
行
う
生
涯
学
習
活
動
「
社

区
大
学
」
の
一
行
25
人
が
、
１

月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
飯
山
市

に
滞
在
し
、
地
元
住
民
と
の
交

流
を
し
な
が
ら
飯
山
の
文
化
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

19
日
夜
に
戸
狩
温
泉
ス
キ

ー
場
の
施
設
で
行
わ
れ
た
歓
迎

会
で
一
行
は
「
た
い
ま
つ
滑
走
」

を
見
学
。
そ
の
他
、
滞
在
中
は

茶
道
の
体
験
と
い
っ
た
日
本
文

化
か
ら
、飯
山
仏
壇
の
技
術「
彫

金
」
体
験
や
「
飯
山
食
文
化
の

会
」
の
皆
さ
ん
と
の
郷
土
食
に

「
社
区
大
学
」
の
一
行
が
飯
山
を
訪
問

飯
山
市
民
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
に
感
激

よ
る
食
事
交
流
な
ど
、
飯
山
な

ら
で
は
の
文
化
も
体
験
し
、
飯

山
で
の
温
か
な
お
も
て
な
し
に

感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
飯
山
市
と
飯
山
市
観

光
協
会
で
は
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
昨
年
５
月
に
長
峰
で
行

わ
れ
た
「
い
い
や
ま
菜
の
花
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
は
台
湾

か
ら
約
１
０
０
人
の
選
手
を
受

け
入
れ
る
な
ど
徐
々
に
成
果
が

表
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
一
層
力
を
入

れ
て
い
く
方
針
で
す
。

△飯山仏壇伝統の技術である彫金を
体験する社区大学の参加者の皆さん。


